
平成 25 年度 第 3 回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨 

【日 時】平成 25 年 12 月 3 日（火） 15：15～17:45 

【場 所】琉球大学医学部附属病院３階 がんセンター 

【参加者】 5 名：長井 裕（琉大病院産婦人科）、松野 和彦（那覇市立病院） 

高橋 慶行（県立中部病院）、赤松 道成（北部地域医師会病院） 

増田 昌人（琉大病院がんセンター）、 

【欠席者】 4 名：奥平 忠寛（県立宮古病院）、山本 孝夫（県立八重山病院） 

         長濱 雅仁、安次富 利恵子（沖縄県教育庁） 

【陪席者】  1 名： 井上 亜紀（琉大病院がんセンター） 

 

【報告事項】 

 

１. 平成 25 年度第 2回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨  

   資料 1に基づき、第 2回沖縄県がん診療連携協議会普及啓発部会議事要旨が承認さ 

れた。 

 

２．9/1～9/30 ラジオ沖縄「がん征圧キャンペーン」、9/27 ラジオ番組の報告について 

資料 2に基づき、事務方より、今回は宮良クリニック宮良球一郎先生、中部病院吉

本多佳子さん、琉大病院石郷岡美穂さん、にラジオ番組のゲスト出演していただき、

150 通を超えるメールが届いており今年も好評であったため、ROK ラジオ沖縄様より次

年度も引き続きお願いしたいとの声かけがあったとの報告があった。 

ゲスト選定については、検診センターの医師（一般の方が一般的なことを聞く）に

お願いすることが協議されたが、次年度、具体的な動きが出てから、がん種に特化し

た医師だけでなく、検診センターの医師も検討することで了承された。 

 

３. がん医療に関する一般向けの講演者リストについて 

    事務方より、各病院の更新済のリストは、多方集まっており、データをまとめて年

内には、ホームページにアップする予定であるとの報告があった。 

 

４．牛乳パック広告（宮平乳業）について  

      事務方より、今年度も無償で牛乳パックの広告欄に、がん検診ポスターコンテスト

の受賞作品(アイディア賞)を掲載して頂くことになったとの報告があった。また、増

田委員より、来年 2月の協議会にてがん検診ポスターコンテストの受賞者の生徒さん

の表彰式を行うとともに、宮平乳業様の社会貢献に対し感謝状を送ることが提案され

了承された。さらに、増田委員より、今年度内に宮平乳業様を表敬訪問するとの報告

もあった。 

 

５．養護教諭研修会について 

事務方より、7月 4日、沖縄県総合教育センターにて、がんセンター長の増田委員

と琉大病院骨髄センター長の百名先生を講師として、「がんの総論」、及び「小児が

んについて」のテーマで、養護教諭 5年経験者研修会を行ったことが報告された。 

増田委員より、沖縄県教育庁も、指導要領の改訂されることから、小中高の学校教

育の中に「がん教育」が盛り込まれ、がんに対する正しい理解を深める教育を行うこ

とが進められるとの報告があった。 

 

 



６．その他 

 (1)メディアセミナー＆ドクターin 沖縄について 
   増田委員より、協議会の有識者委員の沖縄タイムス社の儀間氏と、集客方法(人集

め)・広報・テーマ・開催回数・について打ち合わせを 2回行った。ひとまず、今年度

は 1回開催したので、次年度は 5月に県内のマスコミを集客できるような、長寿県の

危うい状況などをテーマとして方向性を探り、検討したいとの報告があった。 
 
  (2)企業へのアンケートについて 

       増田委員より、経営者協会への連絡やアンケートはまだ出来ていないとの報告が 

あった。がん患者の就労支援に関する事業として、1/19にがん治療と仕事の両立を 

考える学習イベント(ご当地カフェ in沖縄)が開催され、国立がん研究センターの高 

橋都先生の講演、県内の働くがん患者の現状報告、カフェタイムが行われるとの周 

知があった。 

 

   (3)副読本について 

 ①増田委員より、国立がんセンターの小学校健康教育資料「がんのことをもっと知ろ 

う」冊子については、ダウンロードして印刷し県内各学校への大量配布は厳しいの 

で、研修会などで紙媒体による少数の配布のみ可能との報告があった。 

   ②増田委員より、国立がん研究センターから、子供自身が自発的にがんについて学べ

る学習まんが『がんのひみつ』が発刊され、全国の小学校や公立図書館に寄贈され

ているとの報告があった。また、2014 年（平成 26 年）2 月には電子書籍化して無

料でダウンロードできるようになるとの周知もあった。なお、多量印刷（数百～数

千冊など）して各学校へ配布する場合、地域拠点病院にも印刷費用のご負担をお願

いしたいとの依頼があった。松野委員からは、二次元バーコードを掲載して取り込

めるように工夫してはどうかとの意見もあった。増田委員より、各地の「がん教育」

として、京都府と香川県が進んでいるので、ＨＰをご覧いただきたいとの周知があ

った。 

 

【協議事項】 

 

１．がん検診ポスターコンテストの審査について 

       資料 3に基づき、部会委員による審議の結果、最優秀賞に沖縄県立北中城高等学

校 1年国場梨奈さん、優秀賞に浦添市立港川中学校 2年又吉志音さん、アイディア

賞に沖縄県立北中城高等学校 2年幸喜舜さんの作品が受賞となった。入賞した 3作

品は、2月 7日の第４回協議会にて表彰され、最優秀賞・優秀賞の 2作品はポスタ

ー作成、アイディア賞作品は、宮平乳業様の牛乳パック広告に掲載されることが決

定した。 

 

２． 平成 26 年度の部会の運営・年間事業計画・予算の骨子案について 

  ①平成 26 年度の部会事業の運営 

資料 4-1 に基づき、協議の上、学習まんが「がんのひみつ」の項目を追加し印刷は 

拠点病院間で分担し配布方法も検討すること、メディアセミナーは年１回とするこ 



とで了承された。がん検診啓発ポスターコンテストは、予算の極端な減額がなけれ 

ば、次年度も実施する。学校教育機関・PTA を媒体とした研修会は、沖縄県教育庁 

への打診や県内各地区の PTA 連合会に各地域で講演できる人材・講演内容のモデル 

をまとめて情報提供し広報を進めることで了承された。 

離島におけるがんに対する研修会は、次年度は予算が確保できれば検討する。がん 

啓発ラジオ番組は次年度も実施に向けて、ゲストの選定など詳細を検討すること、 

一般向け講演者リストは毎年更新、専門的病院におけるがん種毎の担当医リストは 

作成に向けて次年度以降も行うことが了承された。職場でのがん検診に対する普及 

啓発は、1/19 のご当地カフェの開催の後にどのようなことができるか検討すること、 

年度内に企業向けにアンケート調査を行うことで了承された。 

 

  ②平成 26 年度の年間事業計画・予算の骨子案 

資料 4-2、資料 4-3 及び当日資料に基づき、がん政策部会より提案のあった事業計 

画の分野別評価指標を作成することについては、普及啓発部会事業が医療の範疇で 

なく一般 (外)向けであり「がん検診」に焦点があるため、点数の評価が難しい点な 

どを考慮して、事務局にてたたき台を作成し進めていくことが了承された。 

 

３． その他 

 

４.   次回、平成２６年度第１回部会開催日について 

            【候補日】  4月 22日(火)15:00～ 

 

 

 

 

 

 


